










様式2

基本情報
フリガナ

団体名
※法人格を含めた正式名称

設立年月日（西暦） 法人格取得年月日
※法人格を有する団体

郵便番号 都道府県

TEL(代表) Email(代表)

WEBサイトURL

代表者情報
フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

フリガナ

氏名

事業担当者情報
フリガナ

氏名

TEL
※平日日中に連絡可能な番号

Email

組織構成
職員・従業員数
※自動計算

6 名 監事設置

常勤職員数
※有給・無給問わず

1 名 非常勤職員数
※有給・無給問わず

5 名

資金管理体制
フリガナ

決済責任者 氏名

フリガナ

経理担当者 氏名

フリガナ

通帳管理者 氏名

会計監査実施の有無

区分経理実施体制の有無

助成金分配実績の有無

決済責任者 勤務形態

役職
代表理事

役職

所属部署／役職

設置

※決済責任者と通帳管理者は別の方がご担当ください

※代表者と異なる場合はご記入ください

※2名以上の場合は、全員分ご記入ください

office@jacevo.jp

ウシロ フサオ

http://www.jacevo.jp

03-3768-6000

役職

後 房雄

田島 誠一

タジマ セイイチ

代表理事

有り

有り

有り

その他

経理担当者 勤務形態

通帳管理者 勤務形態

新型コロナ及び原油価格・物価高騰対応支援枠
団体情報

事務所住所

コウエキシャダンホウジンニホンサードセクターケイエイシャキョウカイ

2019年9月1日 2019年12月28日

公益社団法人日本サードセクター経営者協会

大田区大森北二丁目3番15号

市区町村以下の住所 ※上段にフリガナ（番地を除く）ご記入ください

143-0016 東京都
オオタクオオモリキタニチョウメサンバンジュウゴゴウ
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22 等級票 令和３年度

備考

※規程類の内容の説明が必要な場合や上記のURL欄だけでは足りない場
合等は、備考欄に記載してください

No.

URL： https://jacevo.jp/about/soshiki

はい ■ いいえ ☐

※「参考：規程類の例」をご参照ください
※入力セルが足りない場合は、追加してください

規程類の名称

経理規定

就業規定

出張規定

有期契約職員就業規則

給与規定

謝金規定

役員等への講師及び原稿執筆謝金の支払に関する規
則

役員の報酬等及び費用に関する規程

役員の利益相反防止のための自己申告等に関する規程

会費規定

寄附金等取扱規程

個人情報保護に関する基本方針、個人情報管理規程

リスク管理規程

監事監査規程

事務局規程

コンプライアンス規程

文書管理規程

理事会運営規程

情報公開規程

内部通報（ヘルプライン）規程

倫理規程

新型コロナ及び原油価格・物価高騰対応支援枠
規程類確認書

「記入例」に倣って該当箇所を記載してください。

HPで公開している場合は規程類掲載ページのURLおよび規程
類の名称を記載してください。
※URLが複数ある場合は、備考欄に記載してください

貴団体は規程類をお持ちですか？

「はい」の場合、規程類をHPで公開していますか？

申請事業名

申請団体名

ウィズ/アフターコロナの新しい活動様式

公益社団法人日本サードセクター経営者協会

はい ■ いいえ ☐





様式7

様式 提出する書類 チェック 備考

様式1 助成申請書 完了

様式2 団体情報 完了

様式3 事業計画書 完了

様式4 資金計画書 完了

様式5 規程類確認書 完了
・過去資金分配団体に採択された団体で、最新の書類を提出済みの団体は提
出不要です。

様式6 役員名簿 完了

・様式厳守となります。エクセルファイルにはパスワードをかけ、パスワードは
JANPIA WEBサイトから指定のフォームでJANPIAに送ってください。（詳細は、
JANPIA WEBサイト申請ページをご確認ください。）
・過去資金分配団体に採択された団体で、最新の書類を提出済みの団体は提
出不要です。

様式7 申請書類チェックリスト※本紙 完了

- 定款 提出不要

- 前年度の貸借対照表 完了

-
前年度の損益計算書（活動計算書、
正味財産増減計算書、収支計算書
等）

完了

- コンソーシアムの実施体制表

- コンソーシアムに関する誓約書

様式2 団体情報

様式5 規程類確認書

様式6 役員名簿

・各コンソーシアム構成団体分をzipファイルにまとめてご提出ください
・「規程類確認書」「役員名簿」は、過去資金分配団体に採択された団体で、最新
の書類を提出済みの団体は提出不要です。

コンソーシアムで申請の場合

新型コロナ及び原油価格・物価高騰対応支援枠
 申請書類チェックリスト

申請書類を提出する前に必ず本チェックリストを使って提出書類が揃っているか確認してください。

事業名の主題（入力） ウィズ/アフターコロナの新しい活動様式

団体名 公益社団法人日本サードセクター経営者協会

・過去資金分配団体に採択された団体で、最新の書類を提出済みの団体は提
出不要です。





４．事業の概要 

新型コロナウィルスの影響により社会課題自体がより深刻化していますが、同時にこ

れらを解決するためのＮＰＯ等の活動もまた、対面や濃厚接触が必要であるために活動

が困難になっていました。感染拡大を抑止しながら成果をあげられるような「新たな活動

様式」を生み出すという活動を支援しました。 

対面や濃厚接触によって成果をだしてきた分野において、感染予防に気をつけつつこれ

までの活動を続けるだけでは限界があり、デジタルの活用だけでは十分な成果をあげる

ことが困難です。 

「コロナ禍における新しい活動様式」という当法人の問題提起に応え新しい取り組み

に取り組む 12 の実行団体を採択しました。実行団体の法人形態は特定非営利活動法人、

一般社団法人、一般財団法人、数式会社、有限会社と多彩でした。 

福祉分野では、対面でしっかり利用者と触れ合うことのこだわりがあり、それがデジタル

化への反対の根拠にもなっていました。コロナ禍において、余儀なくデジタル化の活用に

拭き切らざるをえなかったということに留まらず、新しい形での展開をもたらしたり、新

しい顧客へと視野を広げたり、現場の課題を見える化し、分析し、新しい事業へと、本助

成金にて踏み出すことができました。 

５．実施事業について（非資金的支援） 

感染症や IT に関する専門家と POが連携協力し、実行団体の現場力を引き出しつつ、

新しい活動様式を生み出す支援を行いました。 

① セミナー・勉強会開催 

各セミナー終了後、参加団体の質問に丁寧に答え、互いに課題や対応策を共有

しました。 

・感染対策勉強会 

  2020年 10月 26 日(月)17時から 19時 氏 

  2020年 11月 6日(金)15時から 17時 氏 

  2021年 1月 27日(水)19時から 20時 氏 

2021年 2月 10日(水)18時半から 20時半 氏 

  2021年 2月 24日(水)18時半から 20時半 氏 

・新しい活動様式と ITの活用 

 2021 年 2月 10 日(水)18時半から 20時半 氏 

 2021 年 2月 24 日(水)18時半から 20時半 氏 

 2021 年 2月 17 日(水)14時から 16時 氏 

 2021 年 3月 6日(土)18時から 20時 氏 

 2021 年 12 月 15日(水)10時から 12時 氏 

・ガバナンスとコンプライアンスを学ぶ 

 2021 年 5月 19 日(水)13時から 15時 氏 



 2021 年 5月 25 日(火)18時から 20時 氏 

・事前評価とツリー型ロジックモデルシート 

  2021年 7月 3日(土)10 時から 12時 氏 

  2021年 7月 17日(日)7月 25日(日)9時半から 12時半 氏 

・広報戦略 

  2021年 7月 28日(水)14時から 16時 氏 

② 感染対策専門家と PO が連携し、実行団体に対し伴走支援を行いました。 

刻々変化する情報をタイムリィーに集合研修にて基本を学び、個別伴走支援で

ケースバイケースの助言を行い、実行団体、専門家、POが新しい活動様式につい

て意見交換しました。 

たとえば、特定非営利活動法人ノッポの会では、サロンの現場にて、換気の状

況などを確認し、通用口側を定期的に解放することにしました。有限会社ミュー

ズプランニングでは、屋外の場合でも参加者がよく手を触れる、入り口やトイレ

のドア等のこまめな消毒を行うこととしました。特定非営利活動法人栃木アニマ

ルセラピーでは、動物を感染から守ることと、犬や寝転がったりする床の環境消

毒の徹底などが重要であることをお話しました。また、特定非営利活動法人さわ

やか愛知は、在宅支援者の確保が重要であり、濃厚接触者の濃厚接触者に対する

不安から、活動に影響がでていましたが、濃厚接触者の濃厚接触者は濃厚接触者

ではないという前提のもとに対策をたてることができました。 

専門家からの助言と、実行団体のこれまでの経験や専門性を引き出すことで、

停滞していた活動に対し、前をむいて、新しい活動様式を考え、提案事業を展開

していくことにつながりました。 

コロナ禍において感染対策専門家のかたは、多忙な状況においても、常に新し

い情報を収集し、実行団体の活動一つ一つに丁寧にご対応頂き、専門家の直接的

な助言にて、実行団体は事業を進めることができたと思います。 

③ 成果報告会 

12団体の「新しい活動様式」への挑戦の経験を共有し、審査委員、感染対策専

門家から、今後に向けての助言を頂きました。また、広くサードセクター組織に

共有いたしました。 

＜感染対策専門家プロフィール＞ 



６．事業が生み出した「価値」 

12 の実行団体が「新しい活動様式」に挑戦し、その経験は、多くの団体に必要とさ

れるはずであり、with/afterコロナに向けて、単なるデジタル化ではない「新しい活

動様式」のヒントと挑戦への勇気になりました。 

 具体例をひとつ紹介します。 

（各実行団体の取り組みは成果報告書をご覧ください。） 

https://jacevo.jp/wp/wp-content/uploads/2022/03/jacevo_kyumin.pdf 

リリムジカは、高齢者の介護施設などで高齢者の方が主体的に好きな歌や思い出

のある歌を歌う場づくりをしてきました。コンテンツのオンライン化は求められて

いましたが対面にこだわった活動をしてきました。コロナ禍において対面の活動が

できなくなりました。そして、介護の現場では、職員はストレスフルな状態になり、

閉塞感の中でケアの質は低下していきました。 

まずはオンラインで配信をしましたが一対大勢ではライブであることが理解され

ませんでした。なにより課題は、単なるコンテンツ提供と同じになります。そこで、



高齢者と家族とをミュージックコーディネーターがオンラインで「つなぐ」「マイソ

ングプロジェクト」をスタートさせました。オンラインは対面のプログラムの代わり

ではなく、家族や在宅支援者に、はいっていただくという工夫です。 

実施にあたり、在宅の高齢者が ITを使えないということと、そもそも利用者への

アプローチができないという課題がありました。同じく実行団体の福祉サポートさ

わやか愛知は在宅支援にこだわってサービスを提供してきたサードセクター組織で

す。そこでの課題は支援者も高齢であり ITが活用できないということでした。本助

成金において職員が ITを活用できるようなプロジェクトを実践していました。そこ

で、さわやか愛知の利用者宅にて、さわやかのスタッフが在宅の高齢者をサポートし、

家族にもはいっていただき、新たなプロジェクトを推進するという取り組みを行い

ました。 

このように、今回の採択団体と同じ分野の活動をしているサードセクター組織に限

らず多くの団体にとって、これまでの事業の保身ではなく、複雑化、深化、多様化す

る社会課題解決のために「新しい活動様式」に挑戦した経験はサードセクター組織に

とって有意義な刺激となりました。また、サードセクター組織は事業ありきでなく、

刻々と変化する地域課題を早期に捉え、事業の改善や新規事業を考えるという利益重

視の営利企業とは異なる経営センスが必要であり、ビジョン達成のためのアクティブ

な経営力の理解が深まりました。 

さらには、民間組織として組織の中での議論を重ね、実効性のない規定類を作成す

るだけでなく、身の丈のガバナンスコンプライアンス体制を構築し、適正で機敏な意

思決定ができる社会から信頼される組織へと成長の意欲をみせました。休眠預金は評

価を重視しています。そもそもの事後評価ありきでなく、まずは事前評価が重要であ

り、うまく行かなかった場合の改善に活用していくということを実践の中で学び評価

の必要性の理解を深めました。 

コロナ禍だから、やむなくデジタル化するのでなく、新しい事業への踏み切りを促

すことになりました。 

プログラムオフィサー  

以上 

 




